
美術部映画研究会が製作した映画『明日エクスプレス』が、「第1回周南ショー
トフィルムフェスティバル」の観客賞を受賞しました。周南ショートフイルム
フェスティバルは、11月20日、21日に徳山商店街の映画館シネマ・ヌー
ヴェルにて開催された、「第2回周南映画祭～絆～」のプレイベント
として位置づけられ、観客による審査が行われたものです。情
報電子工学科3年の舛野正和君が脚本・監督を務め、完
成度の高い作品に仕上がっています。(画像：映

画のタイトル画面)

八戸市公会堂で行われた全国高等専門学校デザインコンペティション2010の
環境・構造・空間デザイン部門に、予選を通過した本校の4チームが出場しま
した。その結果、構造デザインチームの「らち☆すた」と環境デザインチーム
の「生活排水で発電～明かりをつけちゃろう！～」が審査員特別賞を受
賞しました。「らち☆すた」は、戦争遺産のラチス桁橋を人命救助た
めの応急橋に生まれ変わらせ、わずか300gの重さで100kg
の荷重に耐える構造の美しさ、そして、「生活排水で発
電」はマンションなどの高層ビルで生じる生活

排水を発電に利用するアイデアが評
価されました。

情報電子工学科2年生の学生が、山口県岩国市由宇町にある「ふれあ
いパーク」で1泊2日の合宿研修を行いました。陶芸（信楽焼き）や
野外炊飯等を楽しむことで、クラスメートとの親睦を深めま
した。天気にも恵まれ、楽しい研修となりました。（写
真は、陶芸風景）

4月28日と29日の2日間、広島商船高等専門学校を主幹校として、平成
23年度中国・四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会が広島国際
会議場で開催されました。徳山高専専攻科2年生33名が参加し、
専攻科でこれまで励んできた特別研究の成果を発表すると
ともに、他高専専攻科の学生達と交流を深めました。

出光興産（株）徳山工場副工場長の久保田忠義さんが専攻科「産業論」
で講義をされました。世界と日本の石油産業、石油業界の問題点、周
南コンビナート、日本の石油化学工業全体の課題等を解説され、
講義の最後では、自らの技術者としての経験から、「技術者と
しての心構え」を専攻科生に話していただきました。

国立高専機構と中国地区8高専主催の第3回中国地区高専テクノ・マーケット in 山
口が開催されました。中国地区や近隣企業、就活キャリア教育に参加した全国企業
等から約400名が出席しました。午前中、中国経済産業局湯浅部長の特別講演
があり、午後は、五十嵐高専機構理事、福政宇部高専校長の挨拶に続き、(独)
宇宙航空研究開発機構技術参与向井博士より小惑星探査機「はやぶ
さ」の基調講演がありました。その他、高専と企業間の共同研究の
成功事例発表、技術相談等が開かれ、活発な情報・意見交

換が行われました。

講演会「ワランゴン大学におけるエンジニアリング・デザイン教育プログラ
ム」が、専攻科2年生と教員を対象に開催されました。ワランゴン大学(オー
ストラリア)のHadi氏を講師にお招きし、エンジニアリング・デザイン教育
プログラムの内容やその評価法についてのお話を英語でしていただき
ました。これは、(独)国立高専機構留学生交流促進センター主催の
事業「平成22年度 英語(外国人講師)に よる専門授業」に本校
の応募案が採択されたことにより実施しました。

蒸し暑さが感じられる薄曇りの中、平成23年度の平原地区合同環境美化作
業が行われました。平原寿会が主催する本活動は今年で11年目となり、平
原寿会の皆さんに加えて、徳山高専学生会から40名と、徳山大学から留
学生も含めた200名が参加しました。徳山高専の学生が通学路として
利用する道路沿いのゴミ拾い、草引き、草むらに投棄された粗大ご
みの撤去を行い、冬の間に積もった溝の枯れ葉を取り除きまし
た。大量発生していた毛虫に戸惑いながらも作業を進め、
階段周辺は見違えるようにきれいになりました。汗
と埃にまみれましたが、心地よい疲労感と

満足感が得られた作業でした。

機械電気工学科藤田重隆教授が、第2回山口県産業技術振興奨励賞の山口県知事特別賞を受
賞しました。山口県産業技術振興奨励賞は、優れた技術を基にした事業活動により県内産業
振興への貢献が認められる中小企業等を表彰することにより、県内産業振興に資する産学
公連携等による優れた技術の研究開発と新事業展開の取組を推進するとともに、併せ
て、ものづくり技術を尊重する社会的気運を醸成することを目的とした賞です。3月
16日に山口県庁で表彰式が行われ、二井山口県知事から表彰状が授与されま
した。山口県知事賞を受賞した旭興産（株）の「大型ガラス基板エア浮上搬
送装置の開発」に、流体力学の立場から技術的な助言を行い本装置
の製品化に貢献したと認められ、今回の受賞となりました。

本校の主管で行われた第26回中国地区高等専門学校英語弁論大会（会場：徳山大
学）に情報電子工学科3年河野真実さん、機械電気工学科2年尾崎友亮君、情報
電子工学科1年吉永佐貴さん、土木建築工学科1年上重望さんが出場し、吉
永さんがスピーチの部で3位入賞というすばらしい結果を残すことがで
きました。今回は全員初出場でしたが、ベストパフォーマンスを披露
することができました。また、教職員・サポート学生の献身的
な働きにより、主管校としての運営も好評を博しまし

た。応援、ご協力を有り難うございました。

今年度入学した1年生を対象に、毎年恒例の新入生合宿研修を山口徳地青少年自然の家で、
4月11日から1泊2日で行いました。1日目は、自己紹介、オリエンテーリング及び校歌練
習を行いました。オリエンテーリングでは、小雨の中、夢中でポイントをさがしていて、
気がついたら服はびしょ濡れになっていました。夜の校歌練習では、練習成果の発
表の際、4・5年生の指導学生がダンスを披露して大変盛り上がりました（写真）。
2日目の野外炊飯では、慣れない包丁さばきで作った焼きそばでしたが、
共同作業というスパイスのお陰で大変美味しく出来上がりました。
この2日間の研修で、緊張による固さもほぐれ、沢山の友達
を作ることが出来ました。さぁ、これから本当の高

専生活がスタートします。

小雪の舞う3月16日、本校第二体育館で第33回卒業式・第15回専攻科修了式
が厳粛に執り行われました。本科ではマレーシア、モンゴルからの留学生を
含む125名が卒業証書を、専攻科では40名が修了証書とJABEE「設計情
報工学」プログラム修了証を受け取りました。また、後援会の主催で行
われた交歓会では先生方を囲んで名残を惜しんでいました。卒業
生、修了生たちは高専生活の多くの思い出とこれからの希望
をそれぞれの胸に抱き、自信と誇りを持って旅立ちま
した。

春の日差しが満開の桜に降りそそぐ4月6日、第38回入学式及び第17回
専攻科入学式が行われました。機械電気工学科40名、情報電子工学科
44名、土木建築工学科40名、編入学生6名、モンゴルとケニアから
の留学生2名、機械制御工学専攻7名、情報電子工学専攻4名、
環境建設工学専攻21名、合計164名の入学が許可され
ました。新入生の皆さん入学おめでとうござい

ます。夢の実現に向けて一歩踏み出
しましょう。 

※注：学年は開催時
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